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市川　妃奈ちゃん

亮司さん・優子さん
３月26日生　虻４区

（ひな）

山浦　春紀くん

由紀さん
３月20日生　泉区

（はるき）

向　　沙綾ちゃん

雄一さん・静子さん
３月８日生　虻６区

（さあや）

堀　　愛里ちゃん

秀充さん・美乃里さん
３月15日生　温１区

（あいり）

三島　一心くん

基幸さん・明美さん
３月６日生　虻３区

（いっしん）

北村　華音ちゃん

千穂さん
３月１日生　清水区

（かのん）

白川あずみちゃん

英治さん・千里さん
３月23日生　入１区

絹川ゆのはちゃん

悟志さん・仁美さん
３月12日生　温５区

葛　幸之助くん

和佳さん・陽子さん
３月3日生　温４区

（こうのすけ）

笹木　りんちゃん

雅仁さん・まゆみさん
２月22日生　温１区

ご家族の深い愛情につつまれて誕生
したプリンスとプリンセスのご紹介で
す。ご家族にとって「早く大きくなー
れ」と成長を楽しみにしていることで
しょう。いろいろな可能性を秘めて、
誕生した赤ちゃん、その純粋な瞳は何
を見つめているのでしょうか？

こ
ん んにち ちゃは赤



美しい町洞爺湖町を世界に発信美しい町洞爺湖町を世界に発信

洞爺湖町で来年のサミット開催洞爺湖町で来年のサミット開催洞爺湖町で来年のサミット開催洞爺湖町で来年のサミット開催

　
国
際
的
な
会
議
が
こ
の
洞
爺
湖
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

　
３
月
７
日（
水
）、
高
橋
は
る
み
北
海
道
知
事
が
、
日
本
で
開
催

さ
れ
る
サ
ミ
ッ
ト
に
、
洞
爺
湖
周
辺
地
区
で
の
開
催
誘
致
を
表
明

し
、 

そ
の
後
様
々
な
形
で
政
府
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
、
４
月
23
日（
月
）、
安
倍
首
相
が
、
洞
爺
湖
町
で
の

開
催
を
正
式
に
発
表
し
、
当
町
で
の
サ
ミ
ッ
ト
開
催
が
現
実
と
な

り
ま
し
た
。 

　
広
報
で
は
、
こ
れ
か
ら
毎
月
サ
ミ
ッ
ト
の
動
き
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。 

　
国
内
外
に
洞
爺
湖
町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
残
り
１
年
間
町
全
体
で
何
を
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、 

町
民
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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－9日に開催

湖サミット」に決定

4

　主要国首脳会議（サミット・Ｇ８）は、日本、 

アメリカ、ドイツ、フランス、イギリス、イタ

リア、カナダ、ロシアの８カ国の首脳及び欧州

連合（ＥＵ）委員長が参加して、年に１回開催

される首脳会議。現在は、首脳会合の前に開催

される外相会合及び蔵相会合を含めた全体をサ

ミットと言っています。 

　現在のような国家首脳が集まり、経済課題に

ついての自由な意見交換が始まったのが、1975

年からで、米、英、仏、独（統一前は西ドイツ）、 

伊、日の６カ国によるフランスのランブイエ開

催が１回目です。 

　その後、カナダ（1976年参加）、ロシア

（1998年）が参加してＧ８となりました。Ｇ８

は国際連合や世界銀行のような機関とは異なり、 

国際横断的な管理部門を持たず、メンバー国が

毎年順番にグループの議長を担当することにな

っています。 

　議長国は一連の大臣級会議を主催し、続いて

開催年の中頃に３日間の、首脳によるサミット

を行います。また、出席者の安全確保も議長国

の役割となっています。 

　1990年代までは大都市（開催国の首都など）

での開催が多かったのですが、90年代末には反

グローバリズム団体の抵抗運動によるデモが頻

発し、特に2001年イタリアのジェノヴァでは

大規模なデモに見舞われたことから、それ以降

警備のしやすい地方都市、保養地での開催が多

くなっています。 

　※グローバリズム－規制緩和による競争促進、 

人やモノ、情報の移動を完全に自由にし、地球

規模で市場メカニズムを浸透させようとする考

え。 

主要国首脳会議（サ ミット ･Ｇ８）て何なの？

５　　
月
18
日
（
金
）
深
夜
に
洞
爺
湖
町

　
　
入
り
し
た
安
倍
晋
三
首
相
は
、 

翌
日
の
19
日
（
土
）
、
宿
泊
し
た
主
要

国
首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
の
主
会

場
と
な
る
ザ
・
ウ
ィ
ン
ザ
ー
ホ
テ
ル

洞
爺
と
洞
爺
湖
畔
を
視
察
し
ま
し
た
。 

　
ホ
テ
ル
か
ら
見
る
洞
爺
湖
町
の
誇

れ
る
景
観
は
、
あ
い
に
く
霧
に
遮
ら

れ
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
湖

畔
に
移
動
後
報
道
陣
に
対
し
、
２
０

０
８
年
開
催
（
第
34
回
）
の
主
要
国

首
脳
会
議
（
サ
ミ
ッ
ト
）
の
正
式
名

称
に
つ
い
て
「
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
」
と
発
表
し
、
開
催
日
に
つ
い

て
も
来
年
７
月
７
日
（
月
）
～
９
日

（
水
）
の
３
日
間
と
す
る
こ
と
を
正
式

に
発
表
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
発
表
を
受
け
て
、
バ
ル
ト
海

に
面
し
た
ド
イ
ツ
東
部
の
ハ
イ
リ
ン

ゲ
ン
ダ
ム
で
６
月
６
日
（
水
）
か
ら
開

催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
に
、
開
催
に
向

け
た
取
組
み
な
ど
現
地
対
応
に
つ
い

て
調
査
す
る
た
め
、
町
で
は
、
外
務

省
視
察
団
の
一
員
と
し
て
町
職
員
を

派
遣
し
ま
し
た
。

洞爺湖畔を視察する安倍首相ら洞爺湖畔を視察する安倍首相ら



　
　
０
０
８
年
北
海
道
洞
爺
湖
サ

　
　
ミ
ッ
ト
開
催
の
決
定
を
受
け
、 

政
府
の
取
組
み
に
地
元
の
立
場
か
ら

協
力
・
支
援
す
る
と
と
も
に
、
サ
ミ
ッ

ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、
温
か
い

も
て
な
し
（
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
）
の

取
組
み
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。 

　
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
の
名
護
市

な
ど
の
事
例
か
ら
、
今
後
予
想
さ
れ

る
取
組
み
内
容
は
、
次
の
こ
と
が
ら

が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

①
環
境
美
化
関
係

　
サ
ミ
ッ
ト
関
係
者
に
「
き
れ
い
な

北
海
道
洞
爺
湖
町
」
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
観
光
産
業
な

ど
の
発
展
に
生
か
し
て
行
く
た
め
に
。 

・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業

・
飾
花
・
緑
化
事
業
　

・
住
宅
等
施
設
景
観
美
化
事
業

②
宿
泊
・
サ
ー
ビ
ス
関
係

③
輸
送
関
係

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
動
員
職
員
、
関

　
連
行
事
参
加
者
な
ど
の
効
率
的
な

　
移
動
を
図
る
。 

④
接
遇
関
係

⑤
広
報
関
係

・
一
般
の
イ
ベ
ン
ト
に
比
べ
、
は
る
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来年7月7日

名称は「北海道洞爺
2008年主要国首脳会議 北海道提案の概要

次のＧ８
サミット
開 催 地

・２００９年

　（３５回）

　　　イタリア

・２０１０年

　（３６回）

　　　カ ナ ダ

・２０１１年

　（３７回）

　　　フランス

・２０１２年

　（３８回）

　　　アメリカ

サミット豆知識

Q

A

サミット参加国の国旗を掲揚する際、順位はあるのですか。

順位はあります。最初に議長国。次に大統領で就任の早い順。そして首相で就

任の早い順となります。北海道洞爺湖サミットでは、次のとおりです。

日　　本 ロ シ ア アメリカ フランス イギリス ド イ ツ カ ナ ダ イタリア E　　　U

今
後
想
定
さ
れ
る

開
催
ま
で
の
取
組

２

　
か
に
厳
重
な
警
備
体
制
や
交
通
規

　
制
を
必
要
と
す
る
サ
ミ
ッ
ト
の
成

　
功
に
向
け
て
は
、
町
民
の
協
力
と

　
理
解
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら

　
情
報
を
随
時
発
信
す
る
。 

⑥
イ
ベ
ン
ト
関
係



平成19年から

皆さんの住民税が変わります！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・
平
成
19
年
度
住
民
税
の
み

　
適
用

　
　
年
の
所
得
の
変
動
が
あ
ま
り
な

　
　
い
場
合
、
平
成
19
年
度
の
住
民

税
で
税
負
担
が
増
え
た
分
は
、
平
成

19
年
分
の
所
得
税
で
調
整
さ
れ
、
税

負
担
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
平
成
19
年
中
の
所
得
が

大
き
く
下
が
り
（
給
与
所
得
者
の
退

職
な
ど
や
事
業
所
得
者
等
の
所
得
の

減
少
な
ど
）
、
所
得
税
が
か
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
調
整
す

べ
き
金
額
を
所
得
税
か
ら
差
し
引
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
、
平
成
18
年
中
の
所

得
と
平
成
19
年
中
の
所
得
と
の
変
動

に
伴
う
負
担
増
を
調
整
す
る
た
め
、

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
少
す
る

こ
と
に
よ
り
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
限

度
額
が
所
得
税
額
よ
り
大
き
く
な
り
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
11
年
か
ら
平
成

18
年
ま
で
に
入
居
し
た
方
に
限
り
、

今
ま
で
所
得
税
か
ら
控
除
さ
れ
て
い

た
分
に
つ
い
て
は
、
申
告
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
以
後
の
住
民
税
の
所
得

割
額
か
ら
も
控
除
す
る
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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税源移譲
国から

地方へ税
源
移
譲
時
の
年
度
間

の
所
得
変
動
に
係
る
経

過
処
置

毎

対 象 者 

次の㈰と㈪の両方を満たす方

平成19年度住民税の
課税所得金額
（申告分離課税分を除く。）

所得税との
人的控除額
の差※

所得税との
人的控除額
の差※

平成20年度住民税の
課税所得金額
（申告分離課税分を含む。）

計算方法

申　　告

㈰

㈪

※「人的控除額の差」については、右図に参照 ◇所得税と住民税の人的控除額の差

◇経 過 措 置

所　得　控　除 所得税 住民税 差　額

普通障害者 27万円 26万円 1万円

40万円 30万円 10万円

27万円 26万円 1万円

27万円 26万円 1万円

27万円 26万円 1万円

35万円 30万円 5万円

38万円 33万円 5万円

38万円 33万円 5万円

36万円 33万円 3万円

38万円 33万円 5万円

63万円 45万円 18万円

48万円 38万円 10万円

58万円 45万円 13万円

35万円 23万円 12万円

38万円 33万円 5万円

48万円 38万円 10万円

特別障害者

一 般 寡 婦

特 別 寡 婦

一般配偶者

一 般 扶 養

特 定 扶 養

老 人 扶 養

同居老親等

老人配偶者

38万円超

40万円未満

40万円以上

45万円未満

配偶者の合計所得金額

配偶者の合計所得金額

寡　夫　控　除

勤労学生控除

障害者控除

配偶者控除

寡婦控除

配 偶 者

特別控除

扶養控除

同居特別障害者加算

基　礎　控　除

　平成19年度の合計課税所得金額について、

㈰税源移譲後の税率を適用し、調整控除を

行った後の税額から、㈪税源移譲前の税率

を適用した税額を差し引いた額を減税します。

　既に納税済みの場合は、還付します。

対象者は、平成20年7月1日から平成20年7
月31日までに、平成19年1月1日現在の住所
所在地の市町村へ申告することにより、経過
措置の適用が受けられます。

・
平
成
20
年
度
分
か
ら
平
成

28
年
度
分
ま
で
の
住
民
税
に

適
用 住宅ローン

控 除
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■立会時間　　午前８時30分から午後８時まで

■締 切 日　　平成19年６月25日（月）

■申込方法　　期日前投票立会人申込書（総務課

窓口又は町のホームページよりダ

ウンロード）を、洞爺湖町選挙管

理委員会へ提出してください。

郵送、ＦＡＸでも受付します。

■選任方法　　応募多数の場合は、抽選を行いま

す。

■報 酬 額　　１日　9,500円

問合せ先

洞爺湖町選挙管理委員会

（10142－74－3000）

洞爺湖町選挙管理委員会では、有権者の選挙に

対する関心を高めるとともに、親しみのある投票

所づくりをめざして、期日前投票所の立会人を募

集します。多数の応募をお待ちしています｡

■選挙期日　　平成19年７月22日（予定）

■仕事内容　　期日前投票所の投票事務が公正、

適正に行われているかなどの立ち　

会いをします。
【応募要領】

■応募資格　　旧虻田地域に住所を有し、選挙権

のある方

■募集人数　　１日につき２名ずつ

■立会場所　　洞爺湖町役場

■立 会 日　　７月６日（金）～７月21日（土）

までの16日間のうち、希望する日　　

（複数日応募可）

第21回参議院議員通常選挙での

期日前投票立会人を募集します

対 象 者 

次の①または②の方 

住宅ローン 

控　除　額 

① 税源移譲により所得税額が減少する結果、住宅ローン 

控除限度額が所得税額より大きくなり、控除しきれなくな 

った方 

② 住宅ローン控除限度額が所得税額より大きく、税源移 

譲前でも控除しきれなかったが、税源移譲により控除し 

きれない額が大きくなった方。 

計算方法 

申　　告 

次の①、②のいずれか 

少ない金額 

①前年分の所得税の住宅 

ローン控除限度額 

②税源移譲前の税率で算 

出した前年分の所得税額 

税源移譲後の 

税率で算出し 

た前年分の所 

得税額 

対象者は、その年の3月15日まで（平成20年は3月17日まで、 
期限後の申告においては、特別徴収税額決定通知書または納 
税通知書が到着するまで）に市町村へ申告した場合に、この控 
除の適用が受けられます。 
なお、確定申告書を提出する場合は、税務署を通して申告書を 
提出します。 

納
税
額
が
変
わ
る
の
は
・・・・・・・・・ 

所
得
税
▼
平
成
19
年
１
月
分
か
ら 

住
民
税
▼
平
成
19
年
６
月
分
か
ら 

く
わ
し
く
は 

税
務
財
政
課
課
税
係
1
74 
―

3 
0 
0 
3
 

＝ － 

洞
爺
湖

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

正
式
オ
ー
プ
ン

月
14
日
（
月
）
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
・
火
山
科
学
館

（
佐
藤
正
人
館
長
・
事
務
取
扱
い
）

式
典
で
は
、
環
境
省
の
黒
田
大
三

郎
審
議
官
が
「
地
域
の
発
展
に
役
立

つ
施
設
と
し
て
今
後
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
長
崎
良
夫
町

長
が
「
サ
ミ
ッ
ト
開
催
も
決
定
し
、

洞
爺
湖
周
辺
を
国
内
外
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
施
設
と
し
て
、
貢
献
し
て
い

く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

式
典
後
、
関
係
者
約
１
０
０
人
が

見
守
る
中
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

観
光
拠
点
と
し
て
の
同
施
設
の
オ
ー

プ
ン
を
祝
い
ま
し
た
。

５

◆経過措置

オープンを祝いテープカットをする オープンを祝いテープカットをする 
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心地よい汗をかいて走る親子仲よく手をつないで走る

総合優勝した篠原充
さんと太田尚子さん

湖畔をかけ抜けるランナー

応援の声も湖畔に響く 心地よい汗をかいて走る親子仲よく手をつないで走る

総合優勝した篠原充
さんと太田尚子さん

湖畔をかけ抜けるランナー

応援の声も湖畔に響く

春を告げる
「洞爺湖マラソン2007」繰り広げる
春を告げる
「洞爺湖マラソン2007」繰り広げる

　
洞
爺
湖
の
春
を
走
る
「
洞
爺
湖
マ

ラ
ソ
ン
２
０
０
７
」
（
主
催
洞
爺
湖

町
、
壮
瞥
町
、
室
蘭
地
方
陸
上
競
技

協
会
、
北
海
道
新
聞
社
な
ど
） 

が
、 

５
月
20
日
洞
爺
湖
畔
コ
ー
ス
で
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
今
年
の
参
加
者
は
、
４
、
４
６
０

人
で
、
昨
年
よ
り
２
９
４
人
上
回
り
、 

道
外
で
は
東
京
、
神
奈
川
、
大
阪
、 

沖
縄
な
ど4

1
都
府
県
か
ら
健
脚
が
集

い
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
前
夜
か
ら
の
雨
は
あ
が

り
ま
し
た
が
、
強
風
と
肌
寒
さ
の
中
、 

選
手
達
は
、
親
子
２
㎞
、
マ
ラ
ソ
ン
、 

10
㎞
、
５
㎞
の
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス

に
さ
っ
そ
う
と
か
け
抜
け
て
い
き
ま

し
た
。 

　
今
年
の
最
高
齢
の
参
加
者
は
、
男

子
が
５
㎞
参
加
の
相
馬
正
四
さ
ん 

（
室
蘭
バ
ー
ム
ス
Ｒ
Ｃ
）
91
歳
。
女

子
は
同
じ
く
松
本
あ
い
子
さ
ん
（
名

寄
走
ろ
う
会
）
74
歳
で
す
。 

　
マ
ラ
ソ
ン
の
男
子
総
合
１
位
に
は
、 

２
時
間
31
分
32
秒
で
篠
原
充
さ
ん 

（
テ
レ
ビ
東
京
）
が
初
勝
利
。
女
子

は
、
２
時
間
53
分
02
秒
で
、
太
田
尚

子
さ
ん
（
作
・
Ａ
Ｃ
）
が
優
勝
し
、 

７
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。 

　
篠
原
さ
ん
は
「
４
連
覇
中
の
平
沢

さ
ん
が
出
場
し
な
か
っ
た
の
で
、
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
か
な
と
思
い
、
走
り
続

け
ま
し
た
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま

�

し
た
。 

　
沿
道
で
は
、
虻
田
高
生
、
洞
爺
高

生
、
地
域
住
民
が
、
給
水
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
な
が
ら
、
ラ
ン
ナ
ー

一
人
ひ
と
り
に
激
励
の
声
援
を
送
り

大
会
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
会
場
内
で
は
、
地
元
商
工
会

や
ウ
イ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
あ

ぶ
た
福
祉
会
な
ど
が
出
店
を
出
し
、 

地
場
の
物
産
販
売
を
行
い
、
賑
わ
い

を
み
せ
て
い
ま
し
た
。 

　

　
午
後
か
ら
は
、
各
種
コ
ー
ス
の
表

彰
式
を
開
催
。
そ
の
合
間
に
虻
田
も

ち
つ
き
の
会
に
よ
る
も
ち
つ
き
囃
子

が
披
露
さ
れ
、
景
品
付
の
も
ち
ま
き

に
会
場
は
大
い
に
沸
き
ま
し
た
。 

４
、４
６
０
人
の
参
加

　
　  

全
国
か
ら
健
脚
集
合



親子で遊ぶ子どもの日
昔の遊びで楽しむ

洞爺地区の
自治会連合会総会開く

あぶた縄文の日
縄文時代を肌で感じる

全道一斉あそびの日キャンペーン
遊びがいっぱいこどもフェスタ

表彰を受ける退任の皆さん 竹馬に乗ってはしゃぐ高校生

ポケネットで遊ぶ子どもたち 的をめがけて弓を射る小学生

表彰を受ける退任の皆さん 竹馬に乗ってはしゃぐ高校生

ポケネットで遊ぶ子どもたち 的をめがけて弓を射る小学生

　
会
　
長
　
藤
盛
重
晴

　
副
会
長
　
大
広
　
功
・
杉
上
英
勝

ー
ム
に
も
な
れ
、
遊
び
に
熱
中
し
て

い
ま
し
た
。 

　
　�

成
19
年
度
洞
爺
湖
町
自
治
会
連

　
　
合
会
洞
爺
地
区
連
合
会
総
会
が
、 

５
月
８
日
（
火
）
洞
爺
ふ
れ
愛
セ
ン
タ

ー
で
15
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。 

　
総
会
に
先
立
ち
、
退
任
さ
れ
る
自

治
会
長
に
町
か
ら
表
彰
状
を
贈
呈
。 

　
総
会
で
は
、
伊
藤
文
雄
会
長
が 

「
合
併
１
年
が
経
過
し
て
、 

両
地
区

と
も
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
て

き
ま
し
た
」
と
挨
拶
。 

　
平
成
19
年
度
の
事
業
計
画
や
新
役

員
体
制
を
決
定
し
、
終
了
し
ま
し
た
。 

新
役
員
は
次
の
と
お
り
。 

（
敬
称
略
） 

平

　
　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

　
　
子
育
て
へ
の
支
援
な
ど
を
行
お

う
と
結
成
さ
れ
た
と
う
や
湖
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
が
、 

５
月
26
日

（
土
）
全
国
一
斉
あ
そ
び
の
日
に
ち
な

み
、 

「
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
in
と
う
や

湖
」
を
、
結
成
最
初
の
取
組
み
と
し

て
母
と
子
の
舘
で
開
催
。 

約
80
人
の

親
子
連
れ
が
参
加
し
て
、 

新
旧
の
遊

び
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、 

お
手
玉
、 

ブ
ー
メ
ラ
ン
、 

ツ
イ
ス
タ
ゲ
ー
ム
、 

ポ
ケ
ネ
ッ
ト
な

ど
６
種
類
ほ
ど
用
意
。 

な
れ
な
い
遊

び
に
、
子
ど
も
た
ち
は
最
初
は
、
戸

惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、  

だ
ん
だ
ん
ゲ

レ 　
　�

ぶ
た
縄
文
の
日
の
５
月
13
日
、

　
　
「
縄
文
の
日
第
２
回
縄
文
選
手

権
大
会
」
が
、
高
砂
貝
塚
館
前
で
、 

こ
ど
も
た
ち
21
人
が
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
縄
文
に
ち
な
ん
だ
も
の

で
、
柳
の
木
で
作
っ
た
弓
矢
で
的
に

当
て
点
数
を
競
い
あ
っ
た
り
、
麻
で

作
っ
た
衣
類
を
バ
ト
ン
代
わ
り
に
し

て
、
リ
レ
ー
競
争
を
行
い
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
こ
ど
も
た
ち
は
、
麻
の

衣
類
に 

「
く
さ
い
、 

く
さ
い
」 

と
言

い
な
が
ら
、
リ
レ
ー
競
争
を
楽
し
み
、 

縄
文
時
代
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

あ

い
ろ
ん
な
遊
び
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。

　
　�

月
５
日
の
子
ど
も
の
日
、
道
立

　
　
洞
爺
少
年
自
然
の
家
「
ネ
イ
パ

ル
洞
爺
」
で
、
「
ト
ー
ヤ
こ
ど
も
の

日
２
０
０
７
」
が
開
か
れ
、
町
内
や

近
隣
か
ら
や
っ
て
き
た
親
子
連
れ
約

５
０
０
人
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
の
１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

　
会
場
の
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、 

ま
つ
ぼ
っ
く
り
、
ほ
う
づ
き
、
小
枝

な
ど
を
使
っ
て
の
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
や

凧
、
割
り
箸
鉄
砲
作
り
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
め
ん
こ
や
こ

ま
回
し
が
楽
し
め
る
昔
の
遊
び
コ
ー

ナ
ー
に
も
こ
ど
も
た
ち
が
押
し
か
け
、 

日
の
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
な
が
ら

５
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障害者施策の基本的な方針と同施策の効果的な推進を目的に、昨年度から策定を進めてきまし

た「洞爺湖町障害者基本計画・障害福祉計画」が、この度まとまりました。

「障害者基本計画」は、障害者基本法に基づく市町村計画で、障害者のための施策に関する基

本的な事項について定めたものです。

「障害福祉計画」は、障害者自立支援法に基づく市町村計画で、障害福祉サービスなどの必要

量や確保の方策などについて定めたものです。

同計画は、障害者の自立と社会参加の促進を意味するリハビリテーションの理念や誰もが平等

に、生活、活動できる地域づくりの推進を図るノーマライゼーションの理念に基づき策定。

「障害者の完全参加と平等」を目指し、障害や障害のある人についての理解と関心を高めてい

くことや、行政はもとより、障害のある人、地域など関係機関がそれぞれの役割を果たしながら、

互いに連携・協力して課題に取り組んでいくこととしています。

同計画の策定に関して、アンケート調査に協力いただいた障害者の方々や、計画づくりに審議

をいただいた策定委員会委員の皆様に感謝を申し上げます。

「障害者基本計画」の概要

◆計画期間　　平成19年度～平成23年度

◆内　　容　　障害者施策に関する基本的事項

を定めています。

(重点施策)

①福祉意識の啓発と交流

②安心して過ごせる・暮らせる福祉環境づくり

③保健・医療体制の確保・充実

④地域生活を支える福祉サービスの充実

⑤個性と可能性を伸ばす保育と教育

⑥自立と社会参加を促す就労支援

⑦自己実現のための活動への支援

⑧地域福祉ネットワークの形成

「障害福祉計画」の概要

◆計画期間　　第1期　平成19年度～平成20年度

第2期　平成21年度～平成23年度

◆内　　容　　障害者自立支援法に基づくサー

ビスの数値目標を定めています。

(設定内容)

①指定障害福祉サービス

訪問系・日中活動系・居住系サービスの必要

量見込みとその確保策

②地域生活支援事業

相談支援・コミュニケーション支援

日常生活用具給付・移動支援・地域活動支援

その他の事業実施に関すること

※ 計画書の詳細な内容は町のホームページに掲載し、概要版については自治回覧を行います。

問合せ/ 洞爺湖町総務部健康福祉課　福祉係

10142-74-3001

洞爺湖町障害者基本計画･障害福祉計画を策定しました
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が
一
災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、

迅
速
な
避
難
、
救
助
活
動
な
ど

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
過
去
の
災
害
を

み
る
と
犠
牲
者
の
多
く
は
、
素
早
い

行
動
の
取
れ
な
い
幼
児
、
高
齢
者
な

ど
、
災
害
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
達
で

占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

災
害
弱
者
は
普
段
か
ら
の
判
断
能

力
、
行
動
な
ど
に
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
健
常
者
と
比
べ
て
災
害
時
に
は

致
命
的
な
被
害
に
合
う
確
立
が
極
め

て
高
い
た
め
、
近
隣
の
方
々
の
サ
ポ

ー
ト
で
安
全
を
確
保
し
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。

消
防
、
役
場
な
ど
の
公
共
機
関
が

災
害
時
の
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
た
め
に
も
、
皆
様
の
お
手
伝
い
が

必
要
な
の
で
す
。
特
に
ご
近
所
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
情

報
を
共
有
し
、
い
ざ
と
な
っ
た
時
に

素
早
く
対
応
で
き
る
環
境
を
作
る
た

め
、
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
、
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
災
害
弱
者
の
方
達

に
積
極
的
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

《
災
害
弱
者
と
は
》

一
般
的
な
概
念
で
は
、
傷
病
者
、

身
体
機
能
障
害
者
、
精
神
障
害
者
を

は
じ
め
、
日
常
的
に
は
健
常
者
で
あ

っ
て
も
理
解
能
力
や
判
断
力
を
も
た

な
い
乳
幼
児
、
体
力
的
に
衰
え
の
あ

る
高
齢
者
や
、
わ
が
国
の
地
理
や
災

害
に
関
す
る
知
識
が
乏
し
く
、
日
本

語
の
理
解
が
十
分
で
な
い
外
国
人
な

ど
を
、
い
わ
ゆ
る
災
害
弱
者
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

防
災
対
策
上
は
、
地
震
・
火
災
な

ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
自
力
に

よ
る
避
難
が
困
難
な
者
で
、
防
災
上

支
援
を
要
す
る
者
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

雨
が
降
り
し
き
る
５
月
13
日
、

午
後
１
時
30
分
よ
り
洞
爺
湖
町

い
ぶ
り
噴
火
湾
漁
業
協
同
組
合
の
庁

舎
を
出
火
建
物
に
想
定
し
、
虻
田
消

防
団
（
団
長
　
菅
原
義
明
）
の
実
践

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
同
時
期
に
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
恒
例
の
春
季
消
防
演
習

に
代
え
て
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、
想

定
内
容
は
参
加
消
防
団
員
に
一
切
伝

え
ず
、
日
頃
の
訓
練
で
培
っ
た
迅
速

な
消
火
活
動
を
行
う
と
共
に
、
消
防

組
織
に
最
も
必
要
と
す
る
指
揮
命
令

が
的
確
に
伝
達
さ
れ
、
本
番
さ
な
が

ら
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
の
反
省
会
で
は
、
実

際
の
火
災
現
場
で
の
状
況
判
断
を
身

に
付
け
る
目
的
で
、
こ
の
よ
う
な
訓

練
を
定
期
的
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
声
が
数
多
く
上
が
っ
た
こ
と
で
、

郷
土
防
災
の
一
翼
を
担
う
消
防
職
・

団
員
の
意
識
が
、
さ
ら
に
高
め
ら
れ

た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
弱
者
の
支
援

万

虻
田
消
防
団
の

実
践
訓
練
が
行
れ
る
！

小

単位:千円 
【歳入】 

【歳出】 

1.  消防負担金 
(内訳) 
 
 
 
2.  使用料及び手数料 
3.  道補助金 
4.  財産収入 
5.  繰入金 
6.  繰越金 
7.  諸収入 

伊達市 
洞爺湖町 
豊浦町 
壮瞥町 

1.  消防本部(署)支署関係費 
(内訳) 
 
 
 
2.  消防団関係費 
3.  消防施設整備関係費 
4.  公債費 
5.  予備費 
 

議員･監査委員関係 
職員給与関係 
基金積立金 
その他 

1,463,462 
710,452 
420,262 
172,426 
160,322 
3,787 
14,454 
901 

30,870 
1,000 
31,365 

 
1,545,839

1,545,839 
 

1,296,938 
1,144 

1,156,732 
29,235 
109,827 
86,137 
66,369 
94,795 
1,600

西
胆
振
消
防
組
合

平

成

19

年

度

予

算

概

要

財産収入
0.06％

道補助金
0.94％

使用料及
び手数料
0.24％

繰入金 2.00％ 繰越金 0.06％

諸収入 2.03％

消防負担金 94.67％

消防本部(署)
支署関係費 83.90％

公債費 6.13％

予備費 0.10％

消防施設
整備関係費
4.29％

消防団関係費
5.57％

歳入合計

15億4,583万9千円

歳出合計

15億4,583万9千円

虻田消防団の実践訓練



成
19
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通

知
書
は
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
へ
は
、
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
る
保
険
料
の
額
の
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
へ
は
、
保
険
料
の

額
の
通
知
と
と
も
に
納
付
書
を
送
付

し
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
決
定

65
歳
以
上
の
人
が
納
め
る
介
護
保

険
料
は
、
前
年
の
所
得
金
額
と
、
19

年
度
の
町
民
税
の
課
税
区
分
（
課
税

ま
た
は
非
課
税
）
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
年
金
か
ら

の
徴
収
（
特
別
徴
収
）

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料

は
、
原
則
と
し
て
皆
さ
ん
が
受
取
る

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
納
め
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
保
険
料
金

額
に
つ
い
て
は
、
４
月
、
６
月
、
８

月
の
仮
徴
収
（
年
度
前
半
）
と
10
月
、

12
月
、
２
月
の
年
度
後
半
に
分
か
れ

ま
す
。
年
度
後
半
の
徴
収
金
額
は
、

前
年
の
所
得
金
額
や
19
年
度
の
町
民

税
の
課
税
区
分
を
も
と
に
決
定
さ
れ

た
介
護
保
険
料
年
額
か
ら
、
仮
徴
収

し
た
額
を
差
引
い
た
う
え
３
回
に
分

割
し
た
額
と
な
り
ま
す
。
年
金
支
給

月
ご
と
の
徴
収
額
を
記
載
し
た
介
護

保
険
料
納
入
通
知
書
は
７
月
に
送
付

し
ま
す
。

4
月
、
6
月
、
8
月
は

仮
徴
収

４
月
の
段
階
で
は
、
今
年
の
町
民

税
は
ま
だ
決
定
さ
れ
て
お
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
４
月
、
６
月
、
８
月

支
給
の
年
金
か
ら
徴
収
さ
れ
る
介
護

保
険
料
の
額
は
、
２
月
に
徴
収
さ
れ

た
保
険
料
の
額
と
同
額
と
し
て
お
り

ま
す
。

仮
徴
収
金
額
の
調
整

平
成
18
年
10
月
か
ら
新
し
く
特
別

徴
収
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て
、
仮
徴

収
期
間
の
保
険
料
1
回
分
が
、
年
額

の
１
／
３
以
上
と
な
り
、
10
月
以
降

が
０
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、
図
の
よ

う
に
調
整
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。そ

の
ほ
か
、
年
間
の
所
得
金
額
が

前
年
度
と
大
き
な
変
更
が
な
い
場
合

で
、
４
月
と
10
月
（
見
込
）
の
額
に

３
、
０
０
０
円
以
上
の
差
が
あ
る
方

に
つ
い
て
も
、
年
間
を
通
し
て
で
き

る
だ
け
均
等
に
な
る
よ
う
に
６
月
、

８
月
で
調
整
し
て
い
ま
す
。

納
付
書
で
納
め
る
方

（
普
通
徴
収
）

65
歳
に
達
し
た
ば
か
り
の
方
、
年

金
を
受
給
し
て
い
な
い
方
や
年
金
額

が
年
額
18
万
円
未
満
の
方
な
ど
、
年

金
天
引
き
と
な
ら
な
い
方
が
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。
年
金
か
ら
の
保
険

料
徴
収
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
納
付

書
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

納
付
書
は
、
保
険
料
納
入
通
知
書
と

と
も
に
7
月
に
送
付
し
ま
す
。

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
も
で
き
ま

す
。（
普
通
徴
収
の
方
に
限
り
ま
す
。）

利
用
で
き
る
金
融
機
関
は
、
道
銀
洞

爺
支
店
、
伊
達
信
金
虻
田
支
店
・
洞

爺
温
泉
支
店
、
と
う
や
湖
農
協
、
郵

便
局
で
す
。
手
続
き
は
役
場
及
び
各

支
所
の
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。

12

平 介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
は
７
月
に
送
付
し
ま
す

174-3001

健康福祉課

介護保険係からの

お知らせ

【調整の例】 年額　22,200円（第2段階）の場合

保険料調整前

４月

7,400円

仮徴収期間（4月～8月）

６月

7,400円

８月

7,400円

10月

0

12月

0

２月

0

年間計

22,200円

保険料調整後
年間を通して保険料の徴収額が均等となるように６月、
８月で調整します。

20年4月以降は、徴収額が3,700円×6回で均等となります。

４月

7,400円

仮徴収期間（4月～8月）

６月

1,800円

８月

1,800円

10月

3,800円

12月

3,700円

２月

3,700円

年間計

22,200円
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○地域包括支援センター
高齢者の健康や生活、介護など総合的に支援する総合相談窓口です。

○問合わせは
洞爺湖町栄町６３番地１　健康福祉センターさわやか

・TEL（0142）76-4822・FAX（0142）76-1877
・E-Mail  chiki_center@town.toyako.hokkaido.jp

地域包括支援センターは、高齢者の方が住みなれた地域で安心して生活できるよ

うに、相談を受けたり支援を行ったりする拠点です。

地域の社会資源

・町役場
・総合支所
・社会福祉協議会
・介護サービス事業者
・医療機関
・民生委員
・その他

地域包括支援センター

地域における高齢者の生活について、
相談にのります！

保健師 社会福祉主事

主任ケアマネージャー

総合的な支援 相談

地　　域　　住　　民

連携

五十嵐優子さん人権擁護委員に委嘱

「特設人権･登記･困りごと相談所」開設無料

札幌法務局室蘭支局、室蘭人権擁護委員協議会では、６月の「人権擁護委員制度普及月間」行事の一

環として「特設人権・登記・困りごと相談所」を開設しますので、日常生活の中の様々な問題でお困り

の方は、お気軽にご利用ください（秘密は固く守られます）。

また、札幌法務局室蘭支局では、常設相談所として月曜日から金曜日まで相談を受けていますが、特

に月曜日、水曜日及び木曜日については、人権擁護委員が常駐して相談を受けておりますので、お気軽

にご利用ください（秘密は固く守られます）。

◆洞爺地区
■日　時　６月22日（金）午前10時から午後３時まで

■場　所 洞爺ふれ愛センター
◆虻田地区
■日　時　６月26日（火）午前10時から午後３時まで

■場　所　虻田ふれ合いセンター

問合せ先　室蘭人権擁護委員協議会事務局

10143－22－5111

平成19年4月1日付けで五十嵐優子（洞第３）

さんが新たに法務大臣から人権擁護委員に委

嘱されました。現在町内の人権擁護委員は次

の５名の方々となっています。

三浦敦子さん（かっこう台区）、宮崎泰人さ

ん（虻８区）、傳信雄さん（美沢西）、齋藤敬

臣さん（温２区）、五十嵐優子さん（洞第３）。
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歳
（
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
場

合
は
65
歳
）以
上
の
方
は
現
在
、

国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
な
ど

の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が

ら
、
老
人
保
健
制
度
で
医
療
を
受
け

て
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら

は
そ
れ
ら
を
脱
退
し
、
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
」
に
移
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

国
民
皆
保
険
を
維
持
し
、
医
療
保

険
制
度
を
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
、
高
齢

化
社
会
に
対
応
し
た
仕
組
み
と
し

て
、
独
立
し
た
医
療
制
度
を
創
設
す

る
も
の
で
す
。

▽
75
歳
以
上
の
高
齢
者

▽
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
65
歳
以
上

75
歳
未
満
の
方

▽
財
政
運
営
・
資
格
管
理→

道
内
全

１
８
０
市
町
村
が
加
入
す
る
「
北
海

道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」

▽
保
険
料
の
徴
収
や
窓
口
業
務→

各

市
町
村

個
人
ご
と
に
算
定
さ
れ
た
保
険
料

を
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
支
払
う

こ
と
と
な
り
、
原
則
と
し
て
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
（
所
得
の
低
い

方
は
、
世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
）。
ま
た
、

健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
も
保
険
料
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
２
年
間
軽

減
さ
れ
る
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
）。

保
険
料
率
は
、
平
成
19
年
11
月
に

開
催
予
定
の
「
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
」
で
保
険
料
条

例
を
制
定
し
、
決
定
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同
様

に
、
１
割
負
担
（
た
だ
し
現
役
並
み

所
得
者
は
３
割
負
担
）と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
事
務
局

（
1
０
１
１-

２
９
０-

５
６
０
１
）

又
は
役
場
住
民
課
国
保
医
療
係

(

1
74-

３
０
０
２)

ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

出
産
育
児
一
時
金
の
受
取
代
理
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
先
を
、

医
療
機
関
と
し
て
事
前
に
申
請
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
国
保
の
被
保
険
者

が
医
療
機
関
に
支
払
う
出
産
費
用
の

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

申
請
は
出
産
予
定
日
の
一
カ
月
以

内
と
な
っ
た
日
か
ら
受
付
で
き
ま

す
。詳

し
く
は
国
保
医
療
係

(

1
74
‐
３
０
０
２)

へ
。

●
美
味
し
く
て
薬
効
豊
か

ヨ
モ
ギ
は
、
「
薬
草
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
」
。
解
毒
作
用
が
あ
り
、
漢
方

で
は
ほ
と
ん
ど
の
薬
に
利
用
さ
れ
る

ほ
ど
に
薬
効
が
多
い
の
で
す
。
キ
ク

科
の
多
年
草
で
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
カ

リ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
食
物

繊
維
は
ホ
ウ
レ
ン
草
の
約
10
倍
。
簡

単
に
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
、
優
れ

た
食
材
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
ヨ
モ
ギ
の
ゆ
で
方

た
っ
ぷ
り
の
お
湯
に
重
曹
を
小
さ

じ
１
杯
く
ら
い
を
入
れ
、
色
が
き
れ

い
に
出
た
ら
す
ぐ
に
ザ
ル
に
揚
げ
水

で
３
回
ほ
ど
洗
っ
て
軽
く
絞
っ
て
お

き
ま
す
。
冷
凍
保
存
も
で
き
、
色
・

香
も
最
高
。
体
が
温
ま
り
ま
す
。

●
春
の
ヨ
モ
ギ
ま
ん
じ
ゅ
う

（
15
個
分
）

材
料

ヨ
モ
ギ
（
茹
で
た
も
の
）
１
０
０
ｇ

小
麦
粉
（
薄
力
粉
）

３
０
０
ｇ
　

小
豆
あ
ん
　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｇ

重
曹
（
ベ
ー
キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
）

小
さ
じ
３

サ
ラ
ダ
油
　
　
　
　
　
　
大
さ
じ
２

水
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
㏄

ア
ル
ミ
カ
ッ
プ(

９
号
か
10
号)

15
個

作
り
方

①
水
２
０
０
㏄
と
ヨ
モ
ギ
を
１
分
ほ

ど
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。

②
残
り
の
水
１
０
０
㏄
を
入
れ
て
再

度
１
秒
ほ
ど
混
ぜ
る
。

③
②
に
砂
糖
、
塩
、
小
麦
粉
、
ベ
ー

キ
ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
を
入
れ
て
、
玉
が

出
来
な
い
よ
う
に
さ
っ
く
り
混
ぜ
生

地
を
作
る
。

④
生
地
大
さ
じ
１
杯
分
を
カ
ッ
プ

に
入
れ
、
あ
ん
を
乗
せ
そ
の
上
に

ま
た
大
さ
じ
１
杯
分
の
生
地
を
あ

ん
が
隠
れ
る
よ
う
に
乗
せ
る
。

⑤
蒸
し
器
で
10
分
ほ
ど
蒸
し
て
出

来
上
が
り
で
す
。

冷
凍
保
存
も

出
来
る
の
で
、

大
変
便
利
で
す

よ
。

お
年
寄
り
の
医
療
制
度

が
変
わ
り
ま
す

◆
新
し
い
制
度
の
目
的
は
？

◆
対
象
者(

被
保
険
者)

は
？

◆
制
度
の
運
営
主
体
は
？

◆
保
険
料
は
？

◆
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
は
？

出
産
費
用
の
支
給
方
法
　

が
変
わ
り
ま
す

野
の
恵
み
い
っ
ぱ
い
の

ヨ
モ
ギ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
ス
タ
ー
ト

75



有
珠
山
の
火
山
博
士
の
岡
田
教
授
惜
し
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
此
の
奉
職
を
退
く
　
　
赤
塚
　
瑛
子

五
月
雨
も
ま
も
な
く
止
み
て
五
月
晴
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
春
ら
ん
ま
ん
の
山
桜
花
　
　
伊
藤
　
静
子

や
わ
ら
か
な
春
の
土
に
親
し
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
の
種
蒔
く
狭
庭
の
隅
に
　
　
大
西
　
芳
子

は
な
だ
よ
り
北
に
と
ど
く
は
さ
く
ら
な
ら
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辛
夷
の
花
の
そ
の
白
き
花
　
　
山
木
　
　
孝

鴬
の
初
音
き
い
た
り
吾
が
庭
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舌
足
ら
ず
の
声
い
と
愛
ほ
し
き
　
　
石
黒
ま
さ
子

パ
ス
ポ
ー
ト
縁
な
き
も
の
と
思
い
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吾
子
に
引
か
れ
て
大
海
を
渡
る
　
　
元
田
フ
ジ
子

年
毎
に
桜
の
花
は
咲
き
継
げ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
逝
き
た
る
人
の
還
へ
る
こ
と
な
く
　
　
北
島
　
加
代

丹
念
に
友
が
育
て
し
肉
厚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
椎
茸
の
か
を
り
厨
に
た
だ
よ
ふ
　
　
太
田
　
　
智

我
が
背
に
泣
い
て
眠
り
し
こ
の
孫
も

　
　
　
　
　
　
　
　
旭
川
看
護
学
校
に
巣
立
ち
て
ゆ
き
ぬ
　
　
中
野
　
イ
マ

新
し
き
ト
ン
ネ
ル
三
豊
貫
通
は
よ
ろ
こ
ば
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳
せ
行
く
病
院
タ
ク
シ
ー
安
か
り
　
　
室
野
　
晃
慶

大
い
な
る
夕
陽
に
染
ま
る
内
浦
湾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
口
に
釣
す
る
人
等
の
影
絵
　
大
久
保
と
み
乃

わ
た
し
の
う
た

短
　
歌

【
あ
ぶ
た
短
歌
会
】
五
月
定
例
会

青
き
踏
む
互
ひ
の
膝
を
か
ば
ひ
つ
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
　
伶
子

遍
路
着
く
岬
の
海
光
惜
し
み
な
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
野
　
知
子

明
易
や
都
会
の
暮
ら
し
の
子
を
案
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
川
サ
チ
子

は
ん
な
り
と
し
た
た
か
に
老
い
桜
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
村
　
育
子

廃
屋
の
庭
の
宝
石
い
ぬ
ふ
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
原
　
敏
子

育
て
よ
と
湾
風
の
せ
る
鯉
幟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
　
勇

芽
吹
き
つ
つ
樹
液
に
濡
れ
る
　
芽
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
川
　
　
稔

無
人
駅
過
ぎ
て
間
も
な
く
鯉
幟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
瓶
　
　
修

　

俳
　
句
　
【
あ
ぷ
た
俳
句
会
】
五
月
定
例
会

さ
き

た
ら
め

あ
け
や
す

さ
み
だ
れ

さ
つ
き

は
い
お
く

こ
い
の
ぼ
り

こ
い
の
ぼ
り
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健 康 福 祉 課 福 祉 係　　７４－３００１問合せ問合せ

児童手当制度が拡充されました
平成19年4月1日から

児童手当制度が拡充されました
平成19年4月1日から

　児童手当などを受けている方は、毎年６月に 

『現況届』を提出しなければなりません。 

　この届出は、毎年６月１日における状況を記

載し、児童手当などを引き続きうける要件があ

るかどうかを確認するためのものです。 

　この届出がないと、６月分以降の児童手当が

受けられなくなりますので、忘れずに手続きを

してください。 

　◆現況届手続期間　６月１日から６月29日

　◆届出場所　健康福祉課・洞爺湖温泉支所・

　　　　　　　洞爺総合支所総務住民課

※用紙は各窓口に用意してあります。 

　◆現況届に必要な添付書類など

・印鑑

・健康保険証の写し（サラリーマンなどである

　場合に提出） 

・前住所地の市区町村長が発行する児童手当用

　所得証明書（平成19年1月1日現在、洞爺湖　

町に住所がなかった場合に提出） 

・この他、必要に応じて提出する書類がありま

　す。 

　少子化の進行等を踏まえ、若い子育て世帯等

の経済的負担の軽減を図るために、３歳未満の

乳幼児の養育者に対する児童手当の額を、第１

子及び第２子について倍増し、出生順位にかか

わらず一律月１万円となりました。 

　なお、３歳以上の児童手当の額、支給対象年

齢及び所得制限限度額については、現行どおり

です。 

≪０歳以上３歳未満の

　　　　　　児童の養育者に対する児童手当≫

・第１子、第２子　月額５千円→月額１万円

・第３子以降月額１万円→月額１万円（現行ど

　おり） 

≪３歳以上（現行どおり）≫

・第１子、第２子　月額５千円

・第３子以降　　　月額１万円

　平成19年４月から３歳未満の児童手当等の額

は一律月額１万円となりました。なお、３歳到

達後の翌月からは、第１子及び第２子の手当額

は５千円に戻ります。 

　今回の改正では、受給者から特段の手続きを

行う必要はありません。  

児童手当の現況届を忘れずに児童手当の現況届を忘れずに



爺
湖
町
に
は
食
生
活
改
善
推
進

員
と
言
わ
れ
る
人
た
ち
が
32
人

い
ま
す
。食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
、

私
た
ち
の
生
活
で
も
っ
と
も
大
切
な

「
食
」
と
い
う
面
で
地
域
の
人
た
ち

と
関
わ
り
合
い
な
が
ら

生
き
た
知

恵
　
を
貸
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
の
こ
と
で
す
。

町
内
に
は
虻
田
地
区
に
「
洞
爺
湖

町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
」
、

洞
爺
地
区
に「
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
会
」

と
い
う
会
が
あ
り
、親
子
料
理
教
室
、

シ
ル
バ
ー
料
理
教
室
、
地
域
で
の
栄

養
教
室
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
作

成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

今
回
は
洞
爺
地
区
の
「
ヘ
ル
ス
メ

イ
ト
の
会
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
の
会
は
食
生
活
改

善
推
進
員
養
成
講
座
を
受
講
し
た
人

た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員

は
農
業
が
多
い
た
め
、
活
動
は
11
月

〜
３
月
ま
で
の
冬
期
間
に
限
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
自
主
的
に
学
習
す
る
意

欲
を
持
っ
て
集
ま
り
、
地
元
野
菜
を

使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
を
栄
養

計
算
も
含
め
て
作
成
し
、
町
民
の
み

な
さ
ん
へ
の
紹
介
も
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
と
し
て
は
日
が
浅
く
、
活

動
期
間
も
限
ら
れ
る
た
め
自
主
学
習

が
活
動
の
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で
の
学
習
の

成
果
を
生
か
し
活
動
の
幅
を
少
し
ず

つ
広
げ
て
い
く
予
定
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
レ
シ
ピ
の
中
か
ら
簡

単
に
作
れ
る
一
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
松
菜
と
お
か
ら
の
サ
ラ
ダ

材
料
（
４
人
分
）

小
松
菜
　
　
１
束

塩
　
　
　
　
少
々

サ
ラ
ダ
油
　
少
々

ハ
ム
　
　
　
３
枚

お
か
ら
　
１
０
０
ｇ

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
　
大
さ
じ
２

粒
マ
ス
タ
ー
ド
　
小
さ
じ
１

塩
　
　
　
　
　
　
少
々

こ
し
ょ
う
　
　
　
少
々

作
り
方

①
小
松
菜
は
５
㎝
の
長
さ
に
切
る
。

塩
と
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
た
湯
で
色
よ

く
ゆ
で
、
水
切
り
す
る
。
ハ
ム
は
半

分
に
切
っ
て
５
ミ
リ
幅
に
切
る
。

②
お
か
ら
は
フ
ラ
イ
パ
ン
で
空
い
り

し
て
水
気
を
飛
ば
し
、
ボ
ー
ル
に
う

つ
す
。

③
Ａ
を
混
ぜ
、
①
、
②
を
加
え
て
あ

え
る
。

☆
は
じ
め
は
パ
サ
パ
サ
し
た
感
じ
で

す
が
、
和
え
る
う
ち
に
な
じ
ん
で
し

っ
と
り
し
て
き
ま
す
。

一
人
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
　
79
Kcal

た
ん
ぱ
く
質
　
4.2
ｇ

脂
　
質
　
　
　
7.8
ｇ

炭
水
化
物
　
　
13.3
ｇ

カ
ル
シ
ウ
ム
　
108
mg

鉄
　
　
　
　
　
1.8
mg

食
塩
相
当
量
　
0.5
ｇ
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洞

Ａ｛

■と　き　６月24日　午後１時00分

■ところ　だて歴史の杜カルチャーセンター

あけぼの　１階講堂

■内　容　①「うつ病を知る」

講師　精神神経科部長　早川透　

②「整形外科で手術を受けるという

こと」講師　相澤治孝

（参加無料）

■対　象　胆振西部４市町の住民　

■問合せ　伊達赤十字病院　地域医療連携室　

〈123－2211（内線449）〉

第5回市民健康講座

「ちょっと気になる健康づくり」

食生活改善

推進員を

紹介します”

“

栄養士から

堤　　千 晴

すこやか洞爺湖



17

今回は、虻田地区の3保育所の職員を紹介します。
本町保育所は、8人の体制で54人の園児、入江保育所は、6人の体制で62人の園児、

桜ヶ丘保育所は8人の体制で35人の園児を見ています。

前列中央が小林茂美先生、左から木村厚子先生、平口千
春先生。後列左から川野名恵先生、小林知誉先生、大西
京先生。

入江保育所 176-4317

前列右から2人目が近藤孝子所長、左から西代恵子先生、
山本幸子先生、阿部幸子さん。後列左から斉藤真枝先生、
石原玲子先生、藤野奈穂子先生、永井多美先生。

桜ヶ丘保育所 175-2088

前列左から2人目が岡部恵子所長、左から阿部薫先生、和
田利恵子先生、中村絵理子先生。後列左から長谷川尊裕
先生、牧千絵先生、長谷川幸子先生、松橋亜希子先生。

本町保育所 176-2673

年も観光シーズンの幕開け

ともに、町内にある野菜な

どの直売所がオープンしまし

た。

５月3日オープンしたのは、

香川にあるアグリ館・とれた広

場前の「とうやとれた市」。

運営は、とうやとれたて市協

議会（坂本正光会長）で、10

月28日までの毎週土曜、日曜

日と月曜日の祝日(午前10時～

午後5時)営業しています。

また13日には、洞爺湖畔遊

歩道の駅前桟橋前特設会場で

「とうや観光朝市」（岡崎進会長）

がオープン。こちらは、９月

30日まで毎週日曜日(午前６時

～８時)営業しています。

とれたて野菜などの直売所オープン

とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうや観光朝市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市とうやとれたて市

今

シリーズ のしごと役 場
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新刊案内 あぶた読書の家
６月の休館日 14日・21日・28日

■あぶた読書の家 76-2100 ■みずうみ読書の家 75-4702
＜一　般＞▽イラク自衛隊「戦闘記」（佐藤正久）▽ぐら

り！大江戸列震録（出久根達郎)

＜児童書＞▽やさしいおりがみ（主婦の友社編）▽おり

がみであそぼう（主婦の友社編）▽14歳の君へ（池田晶

子）▽ちいさなどうわたち全６巻（角野栄子・長崎訓子） 

＜一　般＞▽�母の乱（沖藤典子）▽はじめての水彩はが

き絵（鈴木輝實）▽暮らしを支える植物の事典／衣食住

・医薬からバイオまで（八坂書房）

＜児童書＞▽井上ひさしのこどもに伝える日本国憲法 

（井上ひさし）▽のりもの絵本木村定男の世界全２巻 

（岡田克孝）

「ピントゥーラ　絵画展」

伊達信金虻田支店杯
パークゴルフ大会

平成19年度留学生
受 入 家 庭 の 募 集

　役場庁舎町民ロビーを利用し、 

毎月１回、 絵画、 写真、 彫刻な

どの作品展を行っています。 

　今月は、町

内で油絵、 

水彩、版画を

描いているグ

ループのピン

トゥーラによる 「ピントゥーラ

　絵画展」を行います。 

　期間は、 6月11日（月）～６月

22日（金）までの土・日曜・祝

日を除く、 午前９時から午後６

時までです。 

　11日は、午後１時から４時

までです。 

　第２回大会を開催しますので、 

多数ご参加ください。 

■期　日　６月24日（日）　

　留学生と日本の家庭で生活を

共にしながら友情を育み、お互

いの文化や風習を学び合いませ

んか。初めてのご家庭もお待ち

していますので、応募ください。

　雨天の場合

　25日（月）

　9:00開会式

■場　所

　夕日丘パー

　クゴルフ場

■対　象

　洞爺湖町町民

■参加料　150円（当日徴収） 

■競　技　27ホール、 ストロー

　　　　　クプレー、 男女別個

　　　　　人戦

■申込み　６月18日（月）までに

　　　　　※夕日丘パークゴル

　　　　　フ場管理棟に申込み

　　　　　してください。（申込

　　　　　書あり） 

■主　催　洞爺湖町パークゴル

　　　　　フ協会

■受入期間　８月下旬７泊８日

■交流内容　地域交流（各種体

　　　　　　験）･学校　　　　

■申込み　　6月22日（金）まで

　　　　　　に社会教育課へ　

■添付書類　・受入申込書（社

　　　　　　　会教育課・洞爺

　　　　　　　総合支所・温泉

　　　　　　　支所にあります）

　　　　　　・家族全員が写て

　　　　　　　いるスナップ写

　　　　　　　真　　　　　　

■そ の 他　・留学生の受入れ

　　　　　　　はボランティア

　　　　　　　となっています。

　　　　　　・ほとんどの留学

　　　　　　　生が日本語の日

　　　　　　　常会話を話せま

　　　　　　　す。 　　　　

■問 合� せ　社会教育課 （　74

　　　　　　－3010）へ洞爺湖町国際交流の会



6月「さわやか＆
ふれ愛センター」
の　行　事　予　定

〈「さわやか」トレーニングルーム一般開放〉〈洞爺ふれ愛センタートレーニングルーム一般開放〉

火・木・土曜日 月～金曜日

日曜日

※但し両施設とも祝祭日は除きます。*原則的に中学生以下はご利用になれません。

午後１時～午後８時30分 午前８時45分～午後５時30分

午前10時～午後５時30分

■連絡先

洞爺湖町健康福祉センター
　76－4006（健康指導係）

行　　　事　　　予　　　定 健　康　診　断　・　予　防　接　種

6月15日（金）
6月12日（火）
13日（水）

6月28日（木）

洞爺地区
健康相談

基本・胃・
大腸・前立
腺肝炎検診

乳児健診

洞爺地区
（回覧をご覧
ください）

健康福祉セ
ンター

回覧をご覧く
ださい

個別通知しま
す
受付
午後１時～
１時30分保育所開放

フッ素塗布

親子ふれあ
い遊び

本町保育所

午前10時～
正午

午前10時～
11時30分

午前10時～
11時30分

個別通知し
ます

洞爺総合支
所

健康福祉セ
ンター

健康福祉セ
ンター

19日（火）

6月22日（金）

6月21日（木）

6月15日（金）

29日（金）

22日（金）

26日（火）

29日（金）

名　　称日　　時 時　　間 会　　場 名　　称日　　時 時　　間 会　　場

　7月の予定�

◆洞爺地区健康相談／7月3日(火)・7月6日(金)・7月10日(火)

　・7月13日(金)・7月17日(火)・7月20日(金)・7月24日(火)

　・7月27日(金)・7月31日(金) （洞爺総合支所）

◆保育所開放／7月6日(金)・7月13日(金)・7月27日(金)

　（本町保育所）

◆親子ふれあい遊び／7月20日(金)（さわやか）

◆健康づくりｳｫーｷﾝｸ゙会(ノルデックウォーク)／7月11日(水)

◆1歳6カ月3歳児健診／7月5日（木）(ふれ愛)

◆乳児健診／7月26日（木）（さわやか）
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主催/洞爺湖町洞爺産業まつり実行委員会（　　　　　　）�洞爺総合支所産業観光課
82－5111

洞爺湖町

　このまつりの目玉は、 何と言って
も最高に美味しいとうや湖和牛をそ
の場で焼いて食べられるバーべキュ
ーです。 また最近人気のカヌー体験
や郷土芸能である獅子舞やよさこい
ソーランなど、 楽しいアトラクショ
ンも盛りだくさんです。 
　更におまつりのフィナーレには、 
湖に浮かべたカヌーから野菜をまき、 
それを膝まで湖に浸かりながら取り
合う 「野菜まき」 が行われます。 楽
しい 1 日になること請け合いです。 
ぜひ遊びに来てください。 

　このまつりの目玉は、 何と言って
も最高に美味しいとうや湖和牛をそ
の場で焼いて食べられるバーべキュ
ーです。 また最近人気のカヌー体験
や郷土芸能である獅子舞やよさこい
ソーランなど、 楽しいアトラクショ
ンも盛りだくさんです。 
　更におまつりのフィナーレには、 
湖に浮かべたカヌーから野菜をまき、 
それを膝まで湖に浸かりながら取り
合う 「野菜まき」 が行われます。 楽
しい 1 日になること請け合いです。 
ぜひ遊びに来てください。 

第32回

洞爺中央公園
9:30～14:30
７１日（日）月■と　き

■ところ

●バーベキュー

野菜まき
14:00～

アトラクション

◆前 売 り 券　 1,300円
◆当　日　券 　1,500円
＜前売り取扱い＞
・町内の各商店・とうや湖農協

・自衛隊第７師団音楽隊
・よさこいソーラン
・ピエロパフォーマンス
・獅子舞 （曙獅子舞いなど） 
・カヌー体験

地場産



麻
し
ん(

は
し
か)

に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
東
地
方
を
中
心
に
流
行
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
５
月
に
入
っ
て
室

蘭
保
健
所
管
内
に
お
い
て
も
麻
し
ん

患
者
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

麻
し
ん
は
、
感
染
力
が
強
く
、
合

併
症
を
併
発
す
る
こ
と
も
あ
り
、
全

国
で
毎
年
死
亡
者
が
出
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
特
に
生
後
12
月

か
ら
生
後
24
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
で

予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
場
合

は
、
速
や
か
に
予
防
接
種
を
受
け
る

よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
麻
し
ん
の
初
期
症
状
は
、

風
邪
の
症
状
と
似
て
い
ま
す
の
で
、

発
熱
な
ど
が
あ
る
方
は
、
外
出
を
控

え
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
症
状
が
あ

る
場
合
は
早
め
に
医
療
機
関
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
さ
わ
や
か

1
76
ー
４
０
０
６

町
の
管
理
す
る
道
路
・
河
川
敷
地

な
ど
を
占
用
（
使
用
）
し
た
い
場
合

は
、
事
前
に
許
可
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、申
請
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

所
轄
警
察
署
長
の
許
可
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

占
用
に
対
し
て
は
、
占
用
料
（
使

用
料
）
が
掛
か
り
ま
す
。

（
例
）

・
道
路
に
看
板
、
出
入
り
口
な
ど
の

施
設
を
設
け
た
り
す
る
場
合
。

・
自
宅
敷
地
内
の
雨
水
処
理
の
桝
か

ら
、
雨
水
処
理
施
設
に
接
続
す
る
た

め
、
道
路
を
横
断
す
る
場
合
。

・
電
柱
類
及
び
付
帯
施
設
を
設
置
す

る
場
合
。

・
河
川
敷
地
を
畑
な
ど
に
使
用
す
る

場
合
。

詳
し
く
は
、
洞
爺
湖
町
役
場
建
設

課
管
理
係(

1
74
ー
３
０
０
７)

／
洞

爺
総
合
支
所
産
業
観
光
課
環
境
整
備

係(

1
82
ー
５
１
１
１)

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
年
金
制
度

を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
年
金
を
身

近
で
大
切
な
も
の
と
し
て
考
え
て
も

ら
う
た
め
に
、
年
金
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

当
日
は
室
蘭
社
会
保
険
事
務
所
の

職
員
の
方
が
相
談
員
と
し
て
対
応
し

ま
す
。
日
ご
ろ
年
金
に
つ
い
て
疑
問

や
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
一
度

相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

６
月
19
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で

■
場
　
所

洞
爺
湖
町
役
場
３
０
２

会
議
室

※
年
金
手
帳
を
持
参
く
だ
さ
い
。

男
子
の
陸
・
海
・
空
７
月
入
隊

■
試
験
日

７
月
１
日
　
締
切
り
６

月
28
日

■
連
絡
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

(

1
０
１
４
３
ー
44
ー
９

５
３
３)

又
は
役
場
総
務

課(

1
74
ー
３
０
０
０)
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自
衛
官
募
集

年
金
相
談
所
の
開
設

麻
し
ん
（
は
し
か
）
の

発
生
に
つ
い
て

道
路
・
河
川
敷
地
な
ど
の

占
用
（
使
用
）
に
つ
い
て

故金田一良雄さん
■４月12日死去
■87歳■遺族はチ
ヨさん■温1区

故高橋　泰雄さん
■４月11日死去
■72歳■遺族はま
りさん■入１区

故河野　武志さん
■４月７日死去
■73歳■遺族は清
さん■虻８区

故関　　信男さん
■４月１日死去
■71歳■遺族は清
水まゆみさん■虻
７区

故佐々木つるよさん
■４月４日死去
■88歳■遺族は稔
臓さん■温４区

故五十嵐藤左衛門
さん■４月27日死
去■70歳■遺族は
長島和郎さん■曙

故宇田　明弘さん
■４月27日死去
■72歳■遺族は惠
美子さん■洞第１

故八矢キミコさん
■４月24日死去
■86歳■虻２区

故小椋トクヱさん
■４月22日死去
■81歳■遺族は剛
さん■泉区

故仁木　史子さん
■４月18日死去
■77歳■遺族は行
彦さん■虻５区

心
か
ら
お
く
や
み

申
し
上
げ
ま
す

お
知
ら
せ



池
の
ま
わ
り
の
ヤ
ナ
ギ
を
使
っ

て
、
と
ん
が
り
屋
根
の
「
か
く
れ
が
」

を
作
り
ま
す
。
伐
っ
て
結
ん
で
組
み

立
て
て
、
さ
て
、
ど
ん
な
小
屋
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

■
日
　
時

６
月
23
日
（
土
）

14：

00
〜(

２
時
間
程
度)

■
場
　
所

洞
爺
財
田
自
然
体
験
ハ

ウ
ス

■
参
加
費

１
人
　
５
０
０
円

■
定
　
員

10
名

■
問
合
せ

財
田
自
然
体
験
ハ
ウ
ス

０
１
４
２
ー
82
ー
５
９

９
９
ま
で

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
前
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
体
験
ハ
ウ
ス
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

か
わ
い
い
風
鈴
と
３
色
の
朝
顔
の

柄
で
す
。

■
日
　
時

７
月
21
日(

土)

13
時
〜
約
３
時
間

■
場
　
所

西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
２
階
（
室
蘭
市

石
川
町
）

■
定
　
員

15
人

■
料
　
金

２
、
３
０
０
円

■
締
切
り

7
月
12
日(

木)

■
申
込
み

西
い
ぶ
り
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ(

1
０
１
４
３

ー
59
ー
０
３
１
９)

10

時
〜
17
時

夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
7
月
2
日
か
ら

8
月
31
日
ま
で
の
2
カ
月
間
は
、
事

務
能
率
の
向
上
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

た
め
、
職
員
は
「
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
」

の
服
装
で
執
務
し
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

●
町
へ
の
寄
付
物
品

▼
洞
・
植
樹
の
会（
代
表
柿
崎
楽
有
）

は
3
万
６
７
５
円

●
社
会
福
祉
協
議
会

〈
愛
の
小
箱
〉

▼
野
田
商
店
は
、
１
千
６
３
７
円

〈
寄
付
物
品
〉

▼
夏
目
與
市
さ
ん（
か
っ
こ
う
台
区
）

▼
牧
野
文
夫
さ
ん
（
泉
区
）

▼
鈴
木
ミ
ツ
さ
ん
（
虻
1
区
）

▼
鳥
本
富
子
さ
ん
（
泉
区
）

▼
銀
嶺
ク
ラ
ブ
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寄
　
　
付

ヤ
ナ
ギ
で
「
か
く
れ
が
」

を
つ
く
ろ
う
！

き
め
こ
み
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

夏
季
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

勤
務
に
つ
い
て

こ
の
た
び
、
旧
洞
爺
村
と
姉
妹

町
村
を
結
ん
で
い
た
香
川
県
の
旧

財
田
町
（
現
在
三
豊
市
）
と
、
市

町
村
合
併
に
よ
り
、
改
め
て
洞
爺

湖
町
と
三
豊
市
と
し
て
友
好
都
市

の
提
携
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

友
好
都
市
提
携
調
印
式

■
と
　
き

７
月
１
日

午
前
10
時

■
と
こ
ろ

洞
爺
湖
町
役
場
3
階

防
災
研
修
ホ
ー
ル

洞
爺
湖
町
と
三
豊
市
の

友
好
都
市
提
携
調
印
式

ＮＨＫ室蘭放送局と洞爺湖町との共催で、日曜日お昼の人気番組「ＮＨＫのど自慢」
の公開収録を洞爺湖文化センターで開催します。出場及び観覧希望の方の申込みを受付
けます。
■日　時 ８月５日（日） 開場11：00 開演11：45～
■場　所 洞爺湖文化センター
■出演者 細川たかし、由紀さおり
■申込み ＜出場者＞

・15歳以上（中学生は除く）のアマチュアの方で、往復はがきの往信裏面に、「郵便番号」
「住所」「名前（ふりがな）」「年齢」「性別」「職業」「電話番号」「歌唱曲目（その歌手名
も記入）」「その曲を選んだ理由」を明記し、返信表面にも郵便番号、住所、名前を記入し、
申込んでください。一人1通。
＜観覧者＞
・応募は一人１通で、郵便はがきで申込んでください。

■問合せ テレホンサービス（0143－22－5801）／0143－22－7271（のど自慢係）
■締切り ７月６日（金）必着
■申込み 〒051－0012 室蘭市山手町1－3－50

ＮＨＫ室蘭放送局「のど自慢出場係」･「のど自慢観覧係」

「NHKのど自慢」出場者･観覧者募集

NHK室蘭放送局
洞 爺 湖 町

共
催

男 …… 5,140人　（△ 39）

女 …… 5,812人　（△ 43）

計 ……10,952人　（△ 92）

世帯…… 5,294世帯（△ 67）

月対比

（平成19年4月30日現在）人口と世帯の動き






